
計画改訂までの協議事項

 コロナ禍における影響により、⼀部データの取得ができない状況且つ、終息の⾒通しも⽴っていない

 現在が過渡期にあたり、社会状況、国や県の政策を踏まえた臨機応変な対応が求められる

 新型コロナウイルスの拡⼤状況次第で、会議開催が困難となり、充分な協議ができない可能性

 上記を踏まえ、現計画の計画期間を1年間延⻑し、次年度に地域公共交通計画を策定
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計画改訂までのスケジュール

暫定措置として

現計画を1年延長

 コロナ禍の影響により、岡崎市総合交通政策、岡崎市公共交通網形成計画の

計画期間を1年間延⻑

 計画期間の1年間延⻑により、事業についても暫定的に1年間継続

 R4年度に、岡崎市公共交通網形成計画を地域公共交通計画として改訂

R２年度
（今年度）

R３年度

R４年度

岡崎市

総合交通政策

岡崎市

公共交通網

形成計画

岡崎市

まちなか

総合交通戦略

計画期間

を終了

思想を地域公共交通計画に

受け継ぎ計画を終了
岡崎市

地域公共交通

計画

計画を改定

５年後に

計画改定

R９年度

～～～～～
～～～～～

～～
～～

暫定措置として

現計画を1年延長



施策の達成状況（岡崎市総合交通政策）

 前計画において設定された⽬標値と達成度を以下に⽰す。

 R２年度に計測した指標（公共交通利⽤者数等）は、コロナ禍の影響を⼤きく

受けることが想定

 アフターコロナの⾒通しは、現時点では⽴たない状況



施策の達成状況（岡崎市公共交通網形成計画）



施策の達成状況（岡崎市まちなか総合交通戦略）



【相談事項】 達成度の評価に関する考え方（案）

 コロナ禍の影響により、⼀部データ（バス利⽤者数等）に影響が⽣じ、⽬標値

の検証が困難

 アフターコロナにおける将来の⾒通しも⽴っていない

 達成度の評価に関する考え⽅（案）について、ご意⾒を頂きたい

測定値
例.バス利用者数

復調？

現在の状況

を継続？

さらに

悪化？

計画

開始年
R2年度

（現時点）
R3年度

～ ～

・コロナ禍の終息が⾒込めない場合。

⇒利⽤実績等の数値については、コロナ禍に⼊る直前の測定値を⽤いて評価
（例えば、平成31年度の測定値を⽤いて評価）

・コロナ禍が終息し、測定値について回復が⾒込める場合

⇒最新の測定値（R3年度測定値）を⽤いて評価

評価案①

評価案②

コロナ禍の影響で

急激に減少
（評価値として用いるのは

適切ではない）

将来の見通しは

立っていない



計画統合のイメージ

岡崎市総合交通政策

(H26～R2)

岡崎市

まちなか

総合交通戦略

（H23～R2）

岡崎市地球温暖化

対策実行計画

（H28～R2）

岡崎市歴史的風致

維持向上計画

（H28～R7）

岡崎市観光基本計画

（H18～H28）

第3次岡崎市地域

福祉計画(H29～R3)

その他関連計画

岡崎市

地域公共交通網

形成計画

（H28～R2）

岡崎市

都市計画道路網

再編調査

（H26）

その他

交通関連計画

調査

補助メニューの施策を

全て終了。計画内容は

個別計画へ継承。

計画期間を終了

あいち

公共交通ビジョン

（H29～R3）

統合後の位置付け（案）

第6次岡崎市総合計画
（H27～R2）

岡崎市都市計画マスタープラン

岡崎市地域公共交通計画※

（R3～R7）

岡崎市地球温暖化

対策実行計画

（R2～R12）

岡崎市歴史的風致

維持向上計画

（H28～R7）

岡崎市観光基本計画

アクションプラン

（H29～R2）

第3次岡崎市地域

福祉計画（H29～R3）

その他関連計画

西三河都市計画区域

マスタープラン

(H30～R12)

立地適正化計画

※…活性化再生法の改正に伴い、地域公共交通網

形成計画から名称変更

岡崎市自転車

ネットワーク計画

（R3～R12）

県計画

県計画

岡崎市土地利用基本計画

（R2～総合計画改定時）

西三河都市計画区域

マスタープラン

(H22～H29)

（R3～R12）

岡崎市都市計画マスタープラン

(H22～R2)

第7次岡崎市総合計画
（R3～R32）

岡崎市土地利用基本計画

（H28～R1）

県計画

乙川リバーフロント地区公民

連携まちづくり基本計画

-QURUWA戦略-（H27～R11）

連携

従う

従う

連携

従う

（H30～R22）

岡崎市中心市街地活性化

ビジョン（H23～R2）

休止中



第1章　改定の基本的考え方

1.1　改定の趣旨

1.2　計画の位置付け

第2章　現況と課題

2.1　現況整理

（１）岡崎市の概況

１）位置・地勢

２）人口

３）土地利用

４）施設立地

５）商業・観光

６）福祉

７）交通網

（２）上位計画・関連計画

１）上位計画

２）関連計画

（３）交通を取り巻く潮流の変化

（４）交通手段別の現状

（５）市民意識

（６）主要施策・事業の進捗状況

2.2　課題の整理

第3章　公共交通網の形成方針

3.1　基本的な方針と基本目標

3.2　計画区域

3.3　計画期間

3.4　基本目標の実現に向けた考え方

第4章　基本目標を達成するための主要施策

4.1　主要施策のパッケージ

4.2　施策事業の内容

第5章　推進体制

5.1　推進体制

5.2　事業スケジュール

5.3　達成状況の評価

目次構成案前計画の構成
１．はじめに

　1. 1) 計画策定の趣旨

　1. 2) 計画の位置付け

２．現状の整理

　2. 1) 位置・地勢

　2. 2) 土地利用

　2. 3) 人口

　2. 4) 都市機能の特性

　2. 5) 移動需要特性、

　2. 6) 公共交通等の現状

　2. 7) 市民ニーズ等の把握

３．取組みの実施状況と評価

　3. 1) 連携計画での施策と実施状況等

　3. 2) 取組みに関する認知と評価

４. 地域公共交通を取り巻く課題・役割と改善の方向性

５. 計画の基本的な方針及び基本目標

　5. 1) 基本的な方針と基本目標

　5. 2) 基本的な方針及び基本目標の実現に向けた考え方

６．計画区域および計画期間

　6. 1) 計画区域

　6. 2) 計画期間

７．基本目標を達成するための主要施策

　7. 1) 主要施策

　7. 2) 施策事業の内容

８. 事業スケジュール

９. 主要施策の実施により期待される効果と目標

１０. 計画の推進と評価

１１. 推進体制

地域公共交通計画の構成案

 地域公共交通計画では、地域交通に関するマスタープランとなる計画であることが求められる。

⇒地域の現況（福祉、交通を取り巻く潮流等）を幅広く記載

 地域公共交通計画は法定計画にあたるため、「計画に記載する事項」は最低限満たすことが必要。

※暫定的に「地域公共交通網形成計画」の計画へ記載すべき事項を併記

※緑⾊で着⾊した番号（①〜⑥）は、
計画への記載事項を表す。
①:持続可能な地域公共交通網の形成に

資する地域公共交通の活性化及び

再⽣の推進に関する基本的な⽅針

②:計画の区域

③:計画の⽬標

④:⽬標を達成するために⾏う事業・実施主体

⑤:計画の達成状況の評価に関する事項

⑥:計画の期間

①,③
②
⑥

④

④

⑤

①,③

②
⑥

④

④
④

⑤

免許返納意向等

MaaS、⾃動運転等の動向

福祉サービスを

必要とする⼈の現状


